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増
え
続
け
る
空
き
家
の
再
生
問
題
は
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
条
件
不
利
地
域
に

と
っ
て
は
集
落
の
存
亡
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
高
付
加
価
値
旅
行
と
が
ど
の
よ
う
に
関

係
す
る
の
か
、
い
ぶ
か
し
く
思
う
向
き
も
あ
る
に
違

い
な
い
。
し
か
し
、
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
両
者
に

は
思
い
の
ほ
か
共
通
点
が
多
い
。

1
回
の
旅
行
消
費
額
が
一
人
当
た
り
1
0
0
万
円

を
超
え
る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
高
付
加
価
値
層
と
い
う

の
は
、
訪
日
旅
行
者
の
1
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の

消
費
額
は
約
12
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
う

し
た
層
の
人
々
は
地
域
の
文
化
や
伝
統
に
関
心
が
高

く
、
自
然
や
食
も
含
め
て
、
本
物
志
向
が
強
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
特
に
地
域
の
生
活
の
実
感
へ
の
関
心

が
高
く
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
を
大
切
に
す
る

と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
居
心
地
の
い
い

場
所
で
ゆ
っ
く
り
と
長
期
滞
在
す
る
と
い
う
傾
向
も

あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ
で
は
な
く
、

リ
ト
リ
ー
ト
に
適
し
た
自
然
や
文
化
、
伝
統
を
感
じ

さ
せ
る
土
地
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
観
光
庁
で
は
高
付

加
価
値
旅
行
者
を
「
地
域
の
伝
統
、
文
化
等
の
体
験

を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
、
文
化
・
伝
統
の
未

来
へ
の
継
承
と
い
う
観
光
の
本
質
を
体
現
し
て
く
れ

る
人
々
」
と
ま
で
表
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
旅
行

者
を
た
ん
に
富
裕
層
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
フ
ァ
ン
の
す
そ
野
を
増
や
し
て
く
れ
る
た
め

の
山
の
頂
だ
と
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
山
は
高

け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、す
そ
野
も
広
が
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
現
状
で
は
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
滞
在

地
は
ま
だ
大
都
市
に
偏
っ
て
い
る
。
地
方
部
に
は
高

付
加
価
値
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
宿
が
限
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
旅
行
者
を
地
方
へ
呼
び

込
む
た
め
に
観
光
庁
は
今
年
度
、
モ
デ
ル
観
光
地
を

11
か
所
選
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
る
と
、
東
北
海

道
や
北
陸
、
奈
良
南
部
和
歌
山
那
智
勝
浦
、
せ
と
う

ち
、
鳥
取
・
島
根
、
沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
過
疎
地
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
の
宿
も
、
た
ん
に
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ホ
テ
ル
だ
け
な
く
、
空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
も
有

力
な
候
補
と
な
り
得
る
。
滞
在
日
数
が
比
較
的
長
い

民
泊
な
ど
、
よ
り
広
い
層
の
旅
行
者
へ
も
対
応
で
き

る
だ
ろ
う
。
空
き
家
再
生
と
高
付
加
価
値
旅
行
と
は

意
外
に
相
性
が
い
い
と
い
え
る
。

木漏れ日から涼を感じて（岩手県住
すみ

田
た

町
ちょう

）

写真キャプション
五葉山に源を発し、住田町か
ら陸前高田市を流れる気仙
川。水の透明度の高い岩手を
代表する清流で、アユ、イワ
ナ、ヤマメなどの生息する川
魚の宝庫としても知られる。
古くは平泉の黄金文化を支え
たといわれる川砂金の一大産
地でもあった。

空
き
家
再
生
と
高
付
加
価
値
旅
行

國
學
院
大
學
教
授

西に
し

村む
ら 

幸ゆ
き

夫お

活

動

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

情�

報

随�

想

正
副
会
長
が
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
大
臣
等
を
表
敬
訪
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑵

令
和
５
年
度
地
域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
① 

地
域
密
着
型
事
業
の
立
ち
上
げ
で
地
域
を
元
気
に
！

　

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
に
つ
い
て

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ 

地
域
政
策
課
係
長 

中
津
留 

裕
之
�
⑷

恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を
未
来
に
届
け
る
た
め
に
＝
山
形
県
真
室
川
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑼

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⒀

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⒁

「
み
ち
の
く
」
に
吹
く
新
し
い
風
を
感
じ
て
��
�
�
�
�
�
岩
手
県
平
泉
町
長　

青
木　

幸
保
�
⒂
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正副会長が岸田内閣総理大臣正副会長が岸田内閣総理大臣
及び関係大臣等を表敬訪問及び関係大臣等を表敬訪問

全
国
町
村
会
の
吉
田
隆
行
会
長（
広
島
県
坂
町
長
）、

棚
野
孝
夫
副
会
長
・
会
長
代
行
（
北
海
道
白
糠
町
長
）、

田
島
健
一
副
会
長
・
会
長
代
行
（
佐
賀
県
白
石
町
長
）

は
８
月
４
日
、
正
・
副
会
長
就
任
挨
拶
の
た
め
、
岸

田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
た
。

ま
た
、
吉
田
会
長
及
び
田
島
副
会
長
・
会
長
代
行

は
同
日
、
木
原
誠
二
内
閣
官
房
副
長
官
、
磯
﨑
仁
彦

内
閣
官
房
副
長
官
、
栗
生
俊
一
内
閣
官
房
副
長
官
、

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大

臣
、岡
田
直
樹
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担
当
・

地
方
創
生
担
当
大
臣
等
も
訪
問
し
た
。

岸
田
総
理
及
び
関
係
大
臣
等
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
本

会
の
活
動
に
対
し
て
力
強
い
激
励
を
い
た
だ
い
た
。

岸田内閣総理大臣（中央右）、吉田会長（中央左）、棚野会長代行（右）、田島会長代行（左）

全国町村会全国町村会

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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総理官邸 　磯﨑内閣官房副長官

厚生労働省 　加藤厚生労働大臣

内閣府 　岡田デジタル田園都市国家構想担当・地方創生担当大臣

厚生労働省 　迫井正深医務技監

総理官邸 　木原内閣官房副長官

総理官邸 　栗生内閣官房副長官

国土交通省 　斉藤国土交通大臣

総務省 　内藤尚志総務事務次官

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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今
回
ご
紹
介
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
総
務
省
で
実
施
し
て
き
た
創
業
支

援
に
係
る
取
組
を
令
和
５
年
度
か
ら
再
編

し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る
事
業
の

企
画
段
階
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
段
階

ま
で
、
国
費
・
地
方
財
政
措
置
に
よ
り
一

気
通
貫
で
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た

制
度
の
総
称
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
新

た
に
拡
充
し
た
地
方
財
政
措
置
の
内
容

を
中
心
に
解
説
を
す
る
。
町
村
の
各
地

域
課
題
の
解
決
に
当
た
り
、
本
制
度
を
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

11
　
制
度
創
設
の
背
景

　
制
度
創
設
の
背
景

岸
田
政
権
で
は
、
令
和
４
年
を
「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
元
年
」
と
し
て
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
振
興
を
強
力
に
推
進
し
て

お
り
、
資
本
主
義
の
持
続
可
能
性
と
強
靱

性
を
高
め
、
全
て
の
人
が
成
長
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
場
だ

け
で
は
進
み
に
く
い
分
野
で
あ
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
育
成
を
、
官
民
挙
げ
て
大
規

模
に
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、創
業
形
態
を
分
析
し
て
み
る
と
、

融
資
や
大
規
模
投
資
を
必
要
と
し
な
い

創
業
が
多
数
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
地
域

経
済
の
活
性
化
等
に
資
す
る
も
の
も
多
く

あ
る
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
に
お
い
て
従
来
か

ら
実
施
し
て
き
た
ロ
ー
カ
ル
１
０
、

ロローーカカルルススタターートトアアッッププのの全全国国展展開開 ～～ロローーカカルルススタターートトアアッッププ支支援援制制度度のの創創設設～～

○創業形態では、大きな設備投資や融資を必要としないケースが多数（※）であり、ローカル10,000の規模の創業は限定的。
○政府全体でスタートアップを推進している中、地域から全国へのボトムアップの成長を推進するためには、地域資源を活用し地域課題の
解決に資する小規模創業（以下「地域密着型スタートアップ」という。）を支援し、地域発の経済好循環を創り出していく意義は大きい。

○このため、ローカル10,000の活用推進に留まらず、地域密着型スタートアップも対象として、新たに拡充した地方財政措置と関連措
置等を合わせて「ローカルスタートアップ支援制度」としてパッケージ化。

○支援制度の周知・活用により、自治体が地域に創業のシーズを見つけ出し、きめ細かく支援していくことで、ローカルスタートアップ全体を
支援。

地域経済循環創造事業（ローカル10,000）

例）協力隊OBが古民家カフェを創業
例）ＰＣ１台で観光コンテンツの
ブランド化事業を創業

一定規模の設備投資や融資を必要とするもの

例）移住者が地域ＤＸコンサルティングを創業

※「創業費用50万円以下」が、全体の82％(2021日本政策金融公庫調査)

ローカルスタートアップ

例）協力隊OBが古民家カフェを創業
例）ＰＣ１台で観光コンテンツの
ブランド化事業を創業

ローカル10,000では通常扱わないような地域密着型スタートアップも
「ローカルスタートアップ支援制度」の対象として全国をターゲットに取組を展開する。

例）移住者が地域ＤＸコンサルティングを創業

協力隊ＯＢの創業など、大きな設備投資・融資を必要としないもの（※）

交付金と融資の活用によって一定規模の
設備投資が行われるもの

地域経済循環創造事業（ローカル10,000）

1

地域密着型事業の立ち上げで地域を元気に！地域密着型事業の立ち上げで地域を元気に！
ローカルスタートアップ支援制度についてローカルスタートアップ支援制度について

資料１

総務省地域力創造グループ 地域政策課係長 中津留 裕之総務省地域力創造グループ 地域政策課係長 中津留 裕之

2023年（令和 5年） 8月21日　4第3250号

政　策

令和５年度地域力創造施策について①令和５年度地域力創造施策について①

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
と
す
る
設

備
投
資
以
外
に
も
支
援
の
射
程
を
広
げ
、

地
域
資
源
を
活
用
し
地
域
課
題
の
解
決
に

資
す
る
小
規
模
創
業
を
支
援
し
、
地
域
発

の
経
済
好
循
環
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
（
資
料
１
）。
具
体
的
に
は
、

ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
地
方
財
政
措
置
等
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
、
事
業
の
企
画
・
立
ち
上
げ
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
等
の
各
段
階
に
お
い
て
支
援
す
る

こ
と
で
、
地
域
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

幅
広
く
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
資

料
２
）。

ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
制
度
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
実
現
会
議
に
お
い
て
も
「
当

面
の
重
点
検
討
課
題
」
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
骨
太
の
方
針

２
０
２
3
（
令
和
５
年
６
月
16
日
閣
議
決

定
）
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

以
下
、
創
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
詳

し
く
解
説
を
す
る
。

22
　　��

創
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
た

創
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
た

支
援
メ
ニ
ュ
ー

支
援
メ
ニ
ュ
ー

①
事
業
の
企
画
段
階

ま
ず
、
事
業
の
企
画
段
階
は
、
創
業
の

意
思
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
事
業
を
立
ち
上
げ
よ
う
か
を
検
討
す

る
段
階
の
支
援
で
あ
る
。こ
の
段
階
で
は
、

関
係
者
間
で
の
打
合
せ
や
、
関
係
者
に
対

す
る
研
修
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
等
を

行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基

づ
く
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
作
成
に
係

る
経
費
（
委
託
費
や
会
議
費
等
）、
関
係

者
の
打
合
せ
に
係
る
経
費
（
会
議
費
や
謝

金
等
）、
研
修
に
係
る
経
費
（
謝
金
や
会

議
費
等
）
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
か
ら
は

新
た
に
、
自
治
体
が
実
施
す
る
案
件
募
集

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置

を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
係

者
が
登
壇
し
、
地
域
金
融
機
関
や
投
資
家

等
か
ら
の
資
金
提
供
を
募
る
よ
う
な
ピ
ッ

チ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
学
生
や
若
手
起
業

家
を
対
象
と
し
て
行
う
起
業
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
想
定
さ
れ
る
。

令
和
４
年
度
に
制
度
を
検
討
す
る
過
程

で
は
、
地
域
の
創
業
状
況
を
自
治
体
自
身

が
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
一
方
で
創
業
者

も
、
自
治
体
に
相
談
へ
行
く
機
会
が
少
な

い
と
の
意
見
が
自
治
体
や
金
融
機
関
等
か

ら
散
見
さ
れ
た
。
新
た
に
拡
充
し
た
措
置

も
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
治
体
が
地

域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
状
況
に
関
し
て

主
体
的
に
状
況
把
握
・
支
援
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

②
事
業
の
準
備
段
階

次
に
、
事
業
の
準
備
段
階
は
、
事
業
構

想
を
決
定
し
た
後
の
手
続
き
段
階
の
支
援

で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
地
域
資
源
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

ローカルスタートアップ支援制度の創設

○ 地域の活性化を加速し、東京圏への一極集中の是正を図り、地域から全国へとのボトムアップの成長の推進に向けて、地域金融機関
等と協調してスタートアップ支援に取り組む地方自治体を大幅に増加させるため、事業立ち上げの各段階に応じて支援する「ローカルス
タートアップ支援制度」を創設。

○ 新たに拡充する地方財政措置と既存の関連措置等（協力隊OB・OGに対する起業支援、ふるさと納税を活用した起業支援等）を
パッケージ化し、現行のローカル10,000プロジェクトや分散型エネルギーインフラプロジェクト等の予算措置とあわせて、地域でのスタート
アップを幅広く支援。

① 事業の企画段階 ③ 事業立ち上げ段階

・関係者の打合せに係る経費
・創業支援等事業計画の作成
に係る経費

・研修に係る経費

地方財政措置
・ローカル10,000プロジェクト （※）

国費・地方財政措置

地方財政措置
・商品化可能性調査や需要動向調査に係る経費
・初期投資計画書のシミュレーションに係る経費
・実施計画書の作成に係る経費

・起業・事業承継に要する経費 (協力隊OB・OGによる起業支援)
・ふるさと起業家支援プロジェクト（CF活用型ふるさと納税活用補助の上乗せ分）

【新規】
・案件募集に係る経費

【新規】
・日本政策金融公庫による融資及びふるさと融資（※）を利用する場合の
地方公共団体による融資を融資元に追加
※ 自治体の利子負担・保証料補助に対する特別交付税措置あり

② 事業の立ち上げ
準備段階

地方財政措置

【新規】
・法人設立等に係る経費
・オフィスの賃貸等に係る経費

・地域資源の発掘に係る経費
・ビジネスモデル構築支援に係る
経費

④ 事業立ち上げ後の
フォローアップ段階

地方財政措置

【新規】
・事業の分析や再構築等、
フォローアップに要する経費

※初期投資費用に対する助成に要する経費に対し、
国費及び特別交付税措置（次ページ参照）

上記①及び②に係る経費について
は、ローカル10,000プロジェクトに
繋がらない経費も対象。

以下の措置も活用可能
・分散型エネルギーインフラ
プロジェクト

2

資料２

第3250号5　2023年（令和 5年） 8月21日

政　策

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

p04-08 3250 政策_総務省地域力創造①.indd   5p04-08 3250 政策_総務省地域力創造①.indd   5 2023/08/21   16:19:122023/08/21   16:19:12



活
用
方
法
の
分
析
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

検
討
の
ほ
か
、
事
業
開
始
を
見
据
え
て
法

人
設
立
の
手
続
き
や
オ
フ
ィ
ス
借
入
れ
等

を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
資
源
の
発
掘
や
活
用

方
法
の
分
析
に
係
る
経
費
（
委
託
費
や
会

議
費
等
）、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
の
た

め
の
調
査
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
経
費
の

ほ
か
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
法

人
設
立
等
に
係
る
経
費（
定
款
や
登
記
簿
、

社
会
保
険
・
税
務
関
係
書
類
作
成
等
）
や
、

オ
フ
ィ
ス
の
賃
借
等
に
係
る
経
費
（
上
限

１
０
０
万
円
）
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

創
業
時
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、

大
ま
か
に
み
れ
ば
当
座
の
運
転
資
金
が
必

要
で
あ
る
が
、
性
質
別
に
分
析
す
る
と
、

概
ね
不
動
産
の
賃
借
料
、
登
記
等
の
事
務

費
、
人
件
費
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回

は
、
小
規
模
創
業
支
援
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
の
で
、
特
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
の
賃
借
料
や
、

司
法
書
士
等
に
委
託
す
る
登
記
等
の
経
費

を
対
象
と
し
て
措
置
の
拡
充
を
行
う
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
事
業
の
立
ち
上
げ
段
階

事
業
の
立
ち
上
げ
段
階
に
関
し
て
は
、

事
業
計
画
を
具
体
化
す
る
段
階
の
支
援

で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
設
備
投
資
を

行
う
の
か
ど
う
か
、
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
内
容
と
す
る
か
等
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
動
向
調
査
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ

テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
等
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。

そ
の
た
め
、
商
品
化
可
能
性
調
査
や
需

要
動
向
調
査
に
係
る
経
費
（
調
査
費
や
委

託
費
）、
収
支
計
画
書
や
初
期
投
資
計
画

書
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
経
費

（
調
査
費
や
委
託
費
）、
実
施
計
画
書
の
作

成
に
係
る
経
費
（
委
託
費
や
会
議
費
等
）

に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
設
備
投
資
へ
の
支
援
に
関
し

て
は
、
総
務
省
が
展
開
す
る
国
費
事
業
と

し
て
、ロ
ー
カ
ル
１
０
、０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
平
成
24
年
度
創
設
）
が
挙
げ
ら
れ

る
（
資
料
3
）。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
先
進
的
で
持
続
可

能
な
事
業
で
あ
っ
て
、
地
域
経
済
の
循
環

効
果
（
地
域
に
投
資
効
果
を
も
た
ら
す
こ

と
、
地
元
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
、
地

元
の
原
材
料
を
活
用
す
る
こ
と
等
）
を
創

出
す
る
見
込
み
の
あ
る
地
域
密
着
型
の
事

業
に
対
し
、
国
、
地
方
、
地
域
金
融
機
関

等
の
支
援
策
を
講
じ
、
そ
の
初
期
費
用
の

負
担
を
大
き
く
軽
減
し
て
、
円
滑
な
事
業

立
ち
上
げ
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
事
業
で

あ
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
融
資
元
と

な
る
地
域
金
融
機
関
等
に
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
（
沖
縄
に
お
い
て
は
沖
縄
振
興
開

発
金
融
公
庫
）
や
ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用

す
る
場
合
の
自
治
体
融
資
も
対
象
と
し
、

資
金
供
給
元
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
申

○ 地域振興に資する民間投資を支援するため、自治体（都道府県・市町村）が、地域金融機関の融資と協調して、公費により助成する制度。

○ 自治体負担額について、国費（補助率：1/2～10/10）による支援等により、ローカルスタートアップ立ち上げを強力に支援。

１．制度概要

国の財政支援等

1/2(最大10/10)

国費

1/4
特別交付税

1/4
自治体負担

２．事業スキーム

自治体による助成 地域金融機関等(※)による
融資又は出資自己資金

０円でも可 自治体による助成額以上最大で初期投資費用の1/2まで

民間事業者の初期投資費用（施設整備、機械装置、備品費等） 農 林 漁 業

活用可能な事業(例)

製 造 業

宿 泊 業

観 光 業

…
…

食 品 加 工 業

地 域 エ ネ ル ギ ー 事 業

※ 第一地方銀行、第二地方銀行、信用金庫、信用組合
R5年度から、融資元の拡充
・日本政策金融公庫及び沖縄振興開発金融公庫
・ふるさと融資を利用する場合の地方公共団体

① 事業計画書（※）の作成
・民間事業者・地域金融機関が、事業実施地域の自治体窓口と調整の上作成。

又は

・自治体が地域課題解決に向けた事業を発案し、民間事業者・地域金融機関を募った上で作成。

② 総務省への申請
・自治体から総務省に事業採択を申請。
・申請は年間を通じ随時受付（毎月10日〆切） 。

③ 採択決定
・申請から約１ヶ月半で採択決定。

３．交付手続

ローカル 1 0 , 0 0 0プロジェクト R５予算額
地域経済循環創造事業交付金 5.8億円の内数

・原則、自治体負担の1/2を国費により支援し、残額の1/2を特別交付税により
財政措置。
※1 財政力の弱い条件不利地域は国費を2/3又は3/4にかさ上げ
※2 デジタル技術を活用した事業は国費を10/10、脱炭素に資する地域再エネ

を活用した事業は国費を3/4にかさ上げ

※ R5年度から、記載内容の軽減を図るとともに、
記載例を示した計画書を自治体に提示。
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請
書
類
の
記
載
様
式
も
極
力
簡
素
化
、
記

載
例
も
幅
広
く
お
示
し
し
て
い
る
。ま
た
、

原
則
無
担
保
・
無
保
証
（
交
付
金
事
業
で

取
得
す
る
財
産
に
関
し
て
は
担
保
権
設
定

可
能
）
の
融
資
を
条
件
と
し
て
い
た
が
、

令
和
5
年
度
か
ら
は
、
信
用
保
証
協
会
等

の
保
証
付
き
融
資
も
対
象
と
し
て
い
る

（
経
営
者
保
証
は
不
可
）。

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
く
の
町

村
関
係
者
に
も
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

優
良
事
例
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
８

月
22
日
号
の
本
誌
に
お
い
て
紹
介
し
て

い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

④
事
業
立
ち
上
げ
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
立
ち
上
げ
後
、
事
業
の
分
析
や
再

構
築
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
新

た
に
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

諸
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
創

業
さ
れ
た
事
業
が
必
ず
し
も
順
調
に
成
長

す
る
訳
で
は
な
く
、
創
業
後
も
資
金
繰
り

や
事
業
計
画
の
見
直
し
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
発
生
す
る
。
そ
の
際
に
、
コ
ン
サ

ル
等
へ
の
委
託
、
商
工
会
等
の
経
営
指
導

員
と
連
携
し
て
課
題
分
析
等
を
行
い
、
事

業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
取
組
を
支
援

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
ご
紹
介
し
た
支
援
措

置
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創

業
支
援
等
事
業
計
画
を
策
定
し
た
市
区
町

村
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
計

画
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
６
月
23
日
の

改
正
法
第
11
回
認
定
ま
で
に
、
1
、

3
２
０
件
（
47
都
道
府
県
、
1
、
４
７
9

市
区
町
村
）
が
認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
多
く
の
町
村
関
係
者
に
も
策
定

い
た
だ
い
て
い
る
。
総
務
省
は
共
管
で
あ

る
中
小
企
業
庁
等
と
と
も
に
、
全
市
区
町

村
に
よ
る
計
画
策
定
に
向
け
た
取
組
を
引

き
続
き
推
進
し
て
い
る
。
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そ
の
他
の
支
援
措
置

　
そ
の
他
の
支
援
措
置

①
ふ
る
さ
と
起
業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
制
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
自
治
体
が
起

業
家
を
支
援
す
る
際
に
活
用
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
（
資
料
４
）。
本
制
度
は
、

地方団体
起業家

応援したい起業家（事業）を
選択してふるさと納税

ふるさと納税を財源に補助

ふるさと起業家支援プロジェクト

 地方団体による地域の起業支援を促すとともに、ふるさと納税の仕組みを活用して地域の外から資金
を調達することによって、地域経済の好循環の拡大を図る。

 ふるさと納税を活用する事業の内容を具体的に明示して、ふるさと納税を募集することを通じて、寄附
文化の醸成を図る。

 地方団体は、クラウドファンディング型ふるさと納税を活用し、地域課題の解決に資する事業を立ち上げ
る起業家に対し、事業に共感する方からふるさと納税を募り、補助を行う。

 起業家は、寄附者を「ふるさと未来投資家」として位置付け、支援先の事業に継続して関心をもってもらうた
めの工夫を行う。具体的には、ふるさと納税の趣旨に沿った範囲内で、定期的な事業報告を行うほか、自社
製品の試供品等の送付、事業所見学への招待、起業が成功した際の新製品の贈呈等が考えられる。

 総務省は、起業家の事業立ち上げの初期投資に要する経費について、地方団体がふるさと納税を財
源に補助する金額を超えない範囲で行う補助等に対して特別交付税措置により支援。

寄附者

（例）定期的な事業報告を行うほか、自社製品の試供品等の送付、
事業所見学への招待、起業が成功した際の新製品の贈呈等

ふるさと納税を財源に補助する金額を
超えない範囲で地方団体が上乗せ補助

目的

概要

特別交付税措置（総務省）イメージ図

支支援援先先のの事事業業にに継継続続ししてて関関心心ををももっっててももららううたためめのの工工夫夫

※上記の実施内容については、起業家の創意工夫に委ね、事業内容の魅力とともに競い合っていただく。

（ふるさと未来投資家）

地域企業人材支援事業について

地域の企業等
○人手不足感の高まり、後継者未定
○求職者情報の不足

地域外
○生活環境を変えたい都市住民の早期退職等を
きっかけとした移住希望の高まり

○移住検討にあたっての、検討先地域の求人情報
のニーズ

地域内
○育児等で短時間の業務、柔軟な働き方を
希望するなど多様な人材の存在
○地元への就職を希望する高校生
○地元就職にあたっての企業情報等のニーズ

ほりおこし（人材・ニーズ）、研修、マッチング、トライアル勤務等
※外部委託も可能

地方公共団体

生活環境を変えたい都市住民や、育児等による離職中の地域の人材などの多様な人材と、人手不足に悩む地域の企業
等との効果的なマッチングを支援することで、地域の活力を創出し、人材の総活躍の促進に繋げ、持続可能な地域社会を構
築するための地域の担い手となる人材を確保する。

○対象経費
①地域人材の育成に要する経費（研修会、セミナー開催）
②交流会、ワークショップ等の開催に要する経費
③マッチングシステム、ウェブサイト構築に要する経費
④コーディネータ等の配置に要する経費
（自治体職員の人件費除く）
⑤マッチングトライアルに対する支援に要する経費
⑥人材・事業所等に対する調査に要する経費

特特別別交交付付税税措措置置
１１団団体体ああたたりり 15,000千千円円（（上上限限額額））

××
措措置置率率0.5

××
財財政政力力補補正正係係数数

資料４

資料５
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起
業
家
の
事
業
立
ち
上
げ
の
初
期
投
資
に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
自
治
体
が
ふ
る

さ
と
納
税
を
財
源
に
補
助
す
る
額
を
超
え

な
い
範
囲
で
行
う
補
助
等
に
対
し
て
特
別

交
付
税
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。
現

状
、
幅
広
い
地
域
で
本
制
度
の
活
用
が
図

ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
自
治
体

が
地
方
負
担
を
抑
え
つ
つ
、
起
業
家
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

じ
た
関
係
人
口
獲
得
に
も
つ
な
が
る
仕
組

み
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
活
用
を

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

②
地
域
企
業
人
材
支
援
事
業

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度

等
は
地
域
の
資
源
を
活
か
し
地
域
の
「
し

ご
と
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
主
眼
に
置
い

て
い
る
が
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み

出
す
う
え
で
は
、
地
域
の
「
し
ご
と
」
を

地
域
外
に
外
部
委
託
等
す
る
の
で
は
な

く
、
可
能
な
限
り
地
域
内
の
人
材
で
完
結

さ
せ
る
仕
組
み
も
重
要
で
あ
る
。

地
域
企
業
に
お
い
て
も
人
手
不
足
が

課
題
に
な
る
中
、
育
児
等
で
短
時
間
の

業
務
、
柔
軟
な
働
き
方
を
希
望
す
る
よ

う
な
多
様
な
人
材
が
い
る
な
ど
、
顕
在

化
し
て
い
な
い
働
き
手
が
存
在
す
る
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、

w
e
b
会
議
で
の
意
思
疎
通
も
一
般
的
に

な
っ
て
お
り
、
幅
広
い
働
き
方
が
可
能
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

本
措
置
は
地
方
自
治
体
が
行
う
地
域
人

材
と
地
域
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
要
す
る

経
費
（
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
構
築
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
）
を
特
別
交
付

税
措
置
に
よ
り
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、

従
来
か
ら
講
じ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
（
資
料
５
）。
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お
わ
り
に

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制

度
は
、
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
自
治
体

が
単
独
事
業
で
行
う
地
域
の
創
業
支
援

を
幅
広
く
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
事
業
を
考
え
て
い
る
、
現
場
で

こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
な
ど
、
何
で
も
結

構
な
の
で
、
ご
関
心
・
ご
疑
問
等
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
、
総
務
省
地
域

政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き

た
い
。
各
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に

少
し
で
も
お
役
立
ち
で
き
れ
ば
幸
甚
で

あ
る
。

お
問
合
せ
先

総
務
省 

地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ 

地
域
政
策
課	

電
話
：
０
3
-５
２
５
3
-５
５
２
3

メ
ー
ル
：chisei@

soum
u.go.jp
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１
．
真
室
川
町
の
概
要

真
室
川
町
は
、
山
形
県
の
最
北
端
に
位
置

し
、
総
面
積
３
７
４
・
22
㎢
の
う
ち
林
野
面

積
が
88
・
3
％
を
占
め
る
山
間
地
で
あ
り
、

東
側
、
西
側
及
び
北
側
の
三
方
を
急
峻
な

山
々
に
囲
ま
れ
、
こ
れ
ら
山
地
か
ら
の
支
流

が
町
を
縦
断
す
る
真
室
川
と
鮭
川
に
流
れ
込

み
、
そ
の
河
川
流
域
に
平
地
や
集
落
が
小
範

囲
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

夏
は
盆
地
特
有
の
高
温
多
湿
、
冬
は
豪

雪
と
い
う
自
然
条
件
の
も
と
で
、
木
材
や

山
菜
に
代
表
さ
れ
る
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、

四
季
折
々
の
景
観
や
風
土
の
な
か
で
、
独

特
な
地
域
文
化
が
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

▲野々村ため池から出羽富士とも呼ばれる鳥海山を望む

真室川町

特 集　未来へつなぐ森林整備等の取組

▲秋田と山形県境にまたがる甑
こしき

山
やま

の山腹は、秋になると素晴らしい紅葉に染まる

山形県

真ま

室む
ろ

川が
わ

町ま
ち

山
形
県

恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を

　
　
　
　
　
未
来
に
届
け
る
た
め
に

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
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２
．
真
室
川
音
頭

明
治
時
代
、
北
海
道
へ
出
稼
ぎ
に
渡
っ
た

人
々
が
歌
っ
た
「
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
節
」
を
元

唄
に
、
真
室
川
町
の
料
亭
で
働
い
て
い
た
近

岡
ナ
カ
エ
さ
ん
が
創
作
を
加
え
て
歌
っ
た
曲

が
、「
真
室
川
音
頭
」
の
始
ま
り
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
始
め
に
隆
盛
を
誇
っ
た
真
室
鉱
山

や
、
軍
用
飛
行
場
建
設
に
携
わ
る
人
々
に
盛

ん
に
歌
わ
れ
、
戦
後
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
郷

里
や
全
国
津
々
浦
々
に
移
り
住
ん
だ
こ
と

が
、「
真
室
川
音
頭
」
が
全
国
に
広
ま
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
全
国
で
愛
唱
さ
れ
て
い
る
代
表

的
な
民
謡
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
「
真
室
川
音
頭
全
国
大
会
」
に
は
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

３
．
原
木
な
め
こ
の
ふ
る
さ
と

真
室
川
町
は
原
木
な
め
こ
発
祥
の
地
で
あ

り
、
長
年
、
全
国
第
１
位
の
生
産
量
を
誇
る

山
形
県
内
で
も
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
で
の
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
広
大
な

広
葉
樹
林
や
栽
培
に
適
し
た
気
候
が
、
産
地

と
し
て
の
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
昭
和

初
期
か
ら
人
工
栽
培
に
取
り
組
み
、
黄
色
い

ダ
イ
ヤ
と
呼
ば
れ
て
地
域
経
済
を
支
え
た
時

代
も
あ
り
ま
し
た
。

ブ
ナ
や
ト
チ
ノ
キ
な
ど
を
「
ほ
だ
木
」
に

利
用
し
て
育
っ
た
原
木
な
め
こ
は
、
色
が
濃

く
、
ぬ
め
り
や
歯
ご
た
え
が
し
っ
か
り
し
て

お
り
、
根
強
い
愛
好
家
が
毎
年
秋
の
収
穫
期

を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

味
噌
汁
や
天
ぷ
ら
の
ほ
か
、
麻
婆
豆
腐
や

炒
飯
、炒
め
物
な
ど
と
の
相
性
も
抜
群
で
す
。

生
産
者
直
送
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

４
．
国
指
定
重
要
文
化
財
「
土
偶
」

こ
の
土
偶
は
大
正
４
年
、
当
時
は
田
ん

ぼ
だ
っ
た
五
郎
前
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

縄
文
時
代
晩
期
の
完
全
な
形
を
し
た
貴
重

な
土
偶
で
、
多
く
の
専
門
誌
や
美
術
誌
に
掲

載
さ
れ
、
海
外
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
部
は
空
洞
で
、
色
は
赤
み
が
か
っ
た
褐

色
を
し
、
頭
髪
は
大
き
く
束
ね
た
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
す
。
肩
か
ら
乳
が
張
り
出
し
、

腰
に
パ
ン
ツ
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
、
太
い

両
足
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
焼
成
後
に
朱
を

塗
っ
た
ら
し
く
、
一
部
に
そ
の
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
40
年
5
月
29
日
に
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

５
．�

森
林
経
営
管
理
制
度
の
実
施
に

つ
い
て

令
和
元
年
度
に
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が

創
設
さ
れ
、
森
林
整
備
や
そ
の
促
進
の
た
め

の
取
組
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
の
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
当
町
で
は
こ
れ
を
活
用
し
、「
森

林
経
営
管
理
制
度
」
に
よ
る
森
林
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

現
状
と
課
題

制
度
施
行
前
は
、
所
有
者
自
ら
が
所
有
森

林
の
管
理
（
委
託
を
含
む
）
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
林
業
経
営
意
欲
の

低
い
所
有
者
の
森
林
は
、
適
切
な
整
備
が
行

わ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
、
自
ら
の
所
有

▲�「
梅
の
里
」
真
室
川
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
う
め
子
」
ち
ゃ
ん�

▲
�「

黄
色
い
ダ
イ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
る�

町
の
特
産
品
　
原
木
な
め
こ

▲
�

国
指
定
重
要
文
化
財
「
土
偶
」
は�

縄
文
時
代
晩
期
の
完
全
な
形
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森
林
の
場
所
や
状
態
を
把
握
し
て
い
な
い
所

有
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
31
年
度
に
森
林
経
営
管
理
制
度
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
が
森
林
所

有
者
か
ら
「
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
森
林
」
に
つ
い
て
経
営
管
理
の
委
託
を
受

け
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
事
業
体
に
よ

る
主
伐
・
再
造
林
や
、
市
町
村
直
営
に
よ
る

間
伐
等
の
森
林
整
備
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
①
森
林
経
営

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
②
お
お
む
ね
10

年
以
内
の
施
業
履
歴
が
な
い
③
や
ま
が
た
緑

環
境
税
事
業
や
荒
廃
森
林
緊
急
整
備
事
業
等

の
対
象
で
は
な
い
④
治
山
事
業
等
の
予
定
が

な
い
、
以
上
の
条
件
４
つ
に
該
当
す
る
森
林

を「
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
」

と
見
な
し
、
町
内
民
有
林
全
域
か
ら
対
象
森

林
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
民
有
林

66
・
29
㎢
の
う
ち
、
対
象
森
林
は
約
29
㎢
と
、

約
44
％
も
の
民
有
林
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

森
林
経
営
管
理
制
度
の
進
め
方

ま
ず
は
森
林
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
、

民
有
林
の
森
林
地
形
（
路
網
、傾
斜
区
分
等
）

や
森
林
資
源
（
樹
幹
高
、
材
積
等
）
を
デ
ー

タ
化
・
可
視
化
し
、
制
度
に
活
用
可
能
な
状

態
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
適

切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
」
の
所

有
者
を
対
象
に「
所
有
森
林
の
今
後
の
管
理
」

に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
、そ
の
中
で「
町

に
管
理
を
委
託
す
る
意
向
が
あ
る
か
」
を
確

認
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
町
へ
の
委

託
の
意
向
を
示
し
た
所
有
者
に
つ
い
て
は
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
体
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
推
進
す
る
ほ
か
、
経
営
に
向
か
な

い
（
利
益
が
見
込
め
な
い
）
森
林
に
つ
い
て

は
、
町
直
営
で
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。

制
度
運
営
に
は
、
林
業
関
係
団
体
や
国
、

県
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
主
に
前
述
組
織
の
代
表
者
で
構
成
す
る

「
林
業
振
興
協
議
会
」
及
び
主
に
実
務
担
当

者
で
構
成
す
る
「
森
林
経
営
管
理
推
進
検
討

部
会
」
を
設
置
し
、
制
度
の
進
め
方
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

森
林
資
源
解
析
の
実
施

森
林
資
源
解
析
の
前
段
と
し
て
、
町
単
独

に
よ
る
航
空
レ
ー
ザ
測
量
を
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
山
形
県
森
林
管
理
推
進
協
議
会
か

ら
、
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
公
共
航
空

レ
ー
ザ
測
量
の
成
果
品
を
活
用
で
き
れ
ば
、

事
業
期
間
短
縮
や
経
費
削
減
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
令
和
２
年
度
に
公
共
測
量
の

成
果
品
を
借
り
受
け
、
民
有
林
の
森
林
地
形

や
森
林
資
源
の
解
析
に
活
用
可
能
か
を
検
証

す
る
た
め
、
民
有
林
の
一
部
区
画
（
約
１
・

2
㎢
）
の
解
析
を
試
行
し
た
と
こ
ろ
、
必
要

▲�

現
地
確
認
　�

公
共
測
量
の
成
果
と
現
況
の
差
異
を
確
認
す
る

▲
�

林
業
振
興
協
議
会
　�

制
度
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
様
子

▲
�

森
林
経
営
管
理
推
進
検
討
部
会
　�

モ
デ
ル
地
区
選
定
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
様
子
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と
す
る
デ
ー
タ
は
す
べ
て
作
成
可
能
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
令

和
３
年
度
に
民
有
林
34
・
9
㎢
の
資
源
解
析

を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
公
共
測
量
の
成
果
と
現
況
の
差
異

を
確
認
す
る
た
め
、
約
20
か
所
の
現
地
調
査

を
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
樹
木
の
本

数
は
約
12
・
8
％
、
樹
高
は
約
６
・
9
％
、

現
況
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
原

因
と
し
て
、
本
数
密
度
の
高
い
森
林
は
林
冠

が
閉
塞
し
て
い
る
た
め
、
下
層
木
に
レ
ー
ザ

が
当
た
ら
ず
本
数
が
過
少
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
こ
と
や
、
林
齢
の
若
い
林
分
で
は
樹
高
に

差
異
が
出
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
の
精
度
と
し
て
は
許

容
範
囲
内
の
誤
差
で
あ
り
、
広
域
的
に
森
林

全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る
目
的
は
果
た
せ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
公
共
測
量
成
果
が
活
用
で
き
な
い

民
有
林
31
・
7
㎢
に
つ
い
て
は
、
山
形
県
森

林
資
源
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
を
活
用
し
、

県
、
東
北
森
林
管
理
局
及
び
周
辺
市
町
と
の

共
同
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
に
航
空
レ
ー
ザ

測
量
、
令
和
５
年
度
に
森
林
資
源
解
析
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
町
内

民
有
林
全
域
の
解
析
が
完
了
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
成
果
を
受
け
て
優
先
順
位
を
決

定
の
う
え
、
順
次
、
制
度
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
の
選
定
と
意
向
調
査
の
実
施

制
度
運
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
成
す
る

た
め
、
令
和
３
年
度
に
小
規
模
な
モ
デ
ル
地

区
を
設
定
し
、
所
有
者
に
対
し
「
所
有
森
林

の
今
後
の
管
理
」
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
に
つ
い
て
は
、
①
令
和
３
年

度
森
林
資
源
解
析
の
範
囲
内
で
あ
る
②
自
主

的
な
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
高
い
③
集
約
化
に
よ
り
施
業
の
効
率
化
が

期
待
で
き
る
、
の
３
つ
の
条
件
に
該
当
す
る

候
補
地
の
中
で
、
最
も
林
内
路
網
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
人
工
林
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
エ

リ
ア
に
決
定
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
の
森
林
面
積
は
約
36 

ha
で
、

森
林
簿
に
登
録
さ
れ
た
所
有
者
29
人
（
う
ち

町
内
在
住
者
18
人
、
町
外
在
住
者
11
人
）
が

意
向
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
事
前
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
っ
て
か
、
町
内
外
か
ら
７
人
の
参
加
に

留
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
夜
間
開
催
や
事
前
予

約
制
に
よ
る
分
散
開
催
な
ど
、
参
加
率
を
あ

げ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
し

て
残
り
ま
し
た
。

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
所
有
森
林
の
地
番

一
覧
や
地
図
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
森

林
に
つ
い
て
①
自
ら
の
所
有
す
る
森
林
か 

②
管
理
や
整
備
を
行
っ
て
い
る
か
③
今
後
ど

の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
の
３
つ
を
確
認

▲森林地形解析の成果品　赤色立体地図▲森林資源解析の成果品　ha当たり材積区分図
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す
る
設
問
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

③
に
対
し
「
町
へ
の
委
託
を
検
討
し
た
い
」

と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
森
林
は
、
必
ず
し
も

町
が
引
き
受
け
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
と
の
注

釈
を
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
が
引
き

受
け
た
場
合
に
は
、
毎
年
、
間
伐
等
の
整
備

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
例
え
ば
住
宅
や
道
路
か
ら
離
れ
て

い
て
災
害
の
お
そ
れ
が
な
い
等
「
管
理

や
整
備
の
必
要
性
が
薄
い
森
林
」
に
つ

い
て
は
、「
引
き
受
け
な
い
」
と
い
う

選
択
も
考
慮
さ
れ
る
た
め
で
す
。

調
査
に
は
約
１
か
月
間
の
回
答
期
間

を
設
け
ま
し
た
が
、
期
間
内
の
回
答
率

は
69
％
に
留
ま
っ
た
た
め
、
督
促
や
再

調
査
を
行
い
、
最
終
的
な
回
答
者
数
は

25
人
、
回
答
率
は
86
％
で
、
う
ち
16
人

の
所
有
す
る
森
林
約
19 

ha
に
つ
い
て
、

「
町
へ
の
委
託
を
検
討
し
た
い
」
と
の

回
答
を
得
ま
し
た
。「
自
己
管
理
を
継

続
し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
森
林

所
有
者
に
つ
い
て
も
、
将
来
的
な
管
理

の
見
通
し
は
不
明
と
の
こ
と
で
、今
後
、

適
切
に
管
理
さ
れ
な
く
な
る
森
林
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

未
回
答
者
は
４
人
で
、
住
民
票
や
戸

籍
等
の
公
的
書
類
を
職
権
に
よ
り
確
認

し
た
も
の
の
、
居
所
や
相
続
人
が
不
明

で
あ
っ
た
森
林
所
有
者
で
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
今
後
、
制
度
運
用
を
全
町
的

に
広
げ
た
際
に
、
多
数
の
所
有
者
不
明

森
林
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
例

措
置
を
活
用
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
森

林
で
あ
っ
て
も
制
度
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
の
、
全
国
的
に
も
事
例
は
少
な

く
、「
管
理
や
整
備
の
必
要
性
が
高
い
森
林
」

の
明
確
な
判
断
基
準
を
設
け
、
町
と
し
て
統

一
し
た
対
応
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
後
の
森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て

意
向
調
査
の
結
果
を
受
け
、
現
在
、
町
へ

委
託
の
意
向
が
示
さ
れ
た
森
林
の
管
理
を
引

き
受
け
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
令
和

５
年
度
に
は
、
制
度
を
活
用
し
た
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
作
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
お
お
む
ね
予
定
ど
お
り
の
進
捗
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
は
、
き
れ
い
な
水
や
空
気
を
作
り
出

す
だ
け
で
な
く
、
軽
く
て
丈
夫
で
経
年
に
よ

り
味
わ
い
深
く
な
る
木
材
や
、
化
石
燃
料
に

代
わ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も

利
用
さ
れ
る
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
な
社
会
の
実

現
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。

今
後
も
、
当
町
の
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を

未
来
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

有
効
に
活
用
し
将
来
性
の
あ
る
森
林
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

 

山
形
県
真
室
川
町　

農
林
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新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

島
根
県
町
村
会
は
令
和
５
年
７
月
24
日
の

定
期
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
８
月
１
日
就
任
）

島
根
県
町
村
会
長

隠お

き岐
郡
隠お

き岐
の
島し
ま

町
長池い

け

田だ

　
高こ
う

世せ

偉い

昭
和
30
年
５
月
23
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
２
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
昭
和
53
年
４
月
西
郷
町
職
員
▽
平
成
16

年
10
月
隠
岐
の
島
町
職
員
（
町
村
合
併
）

▽
平
成
20
年
４
月
観
光
商
工
課
長
▽
平
成

22
年
４
月
税
務
課
長
▽
平
成
23
年
４
月
農

林
水
産
課
長
▽
平
成
25
年
２
月
隠
岐
の
島

町
副
町
長
▽
平
成
28
年
10
月
隠
岐
の
島

町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
令
和
３
年
８

月
監
査
役

【
主
な
業
績
】
▽
隠
岐
の
島
町
新
庁
舎
建

設
▽
隠
岐
ジ
オ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
建
設
▽
寺

の
前
公
園
建
設
▽
子
育
て
支
援
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
▽
隠
岐

⇔
大
阪
空
港
通
年
ジ
ェ

ッ
ト
化
実
現
▽
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
セ

ン
タ
ー
建
設
▽
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
開
催

▽
大
相
撲
八
角
部
屋
夏
合
宿
毎
年
受
入
▽

国
府
尾
城
跡
活
用
整
備
事
業
展
開
▽
西
郷

港
周
辺
ま
ち
づ
く
り
都
市
再
生
整
備
計
画

展
開
▽
ふ
る
さ
と
定
住
事
業
実
施
▽
子
ど

も
等
医
療
費
助
成
▽
一
般
不
妊
治
療
等
医

療
費
助
成
▽
給
食
費
保
護
者
負
担
の
軽
減

と
ふ
る
さ
と
給
食
の
推
進

【
趣
味
】
以
前
は
町
内
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
の
監
督
を
し
て
い
た
が
、
副
町
長
就
任

後
、
後
進
に
譲
っ
た
。
現
在
は
も
っ
ぱ
ら

野
球
観
戦

【
家
族
】
妻
、
子
ど
も
２
人
（
一
女
一
男
）
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太
陽
く
ん

太
陽
く
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
伊
奈
町
の
特
産
品
の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
、平
成
16
年（
2
0
0
4

年
）
に
一
般
公
募
で
「
伊
奈
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
」

の
名
前
が
決
ま
り
、平
成
22
年
（
2
0
1
0
年
）

に
は
「
伊
奈
ロ
ー
ズ
く
ん
」
も
加
わ
り
、
ふ
た

り
で
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
内
に
埼

玉
県
内
最
大
の
バ
ラ
園
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

バ
ラ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。「
町
制
施
行
記
念
公
園
（
バ
ラ
園
）」
に
は
、

4
0
0
種
5
0
0
0
株
の
バ
ラ
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
見
頃
を
迎
え
る
5
月
と
10
月
に
は
「
バ

ラ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
ふ
た
り
も
参
加
し

ま
す
。
ふ
た
り
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
人

気
が
高
く
、「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
や
「
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
」、「
ぬ
い
ぐ
る
み
」、「
ピ
ン
バ
ッ
ジ
」

等
、
数
多
く
の
グ
ッ
ズ
を
販
売
。「
伊
奈
ロ
ー

ズ
ち
ゃ
ん
」「
伊
奈
ロ
ー
ズ
く
ん
」は
、「
町
制
施

行
記
念
公
園（
バ
ラ
園
）」の
P
R
だ
け
で
な
く
、

町
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、
伊
奈
町
の
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
（
2
0
0
3
年
）
11
月
、
長
生

村
50
周
年
記
念
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
誕
生
し
た「
太
陽
く
ん
」。
降
り
注
ぐ「
太

陽
」
と
九
十
九
里
浜
の
「
青
い
海
」
を
モ
チ
ー

フ
と
し
、
手
に
は
村
の
花
「
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
」

を
持
ち
、
長
生
村
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る

“
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
豊
か
な
村
”
を
全
身
で
表

現
し
て
い
ま
す
。
胸
に
は
長
生
村
の
頭
文
字

「
C
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
明
る
い
笑
顔
が

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
村
民
の
老
若
男

女
か
ら
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
「
太
陽

く
ん
」
は
、文
房
具
や
エ
コ
バ
ッ
ク
、マ
ス
ク
、

ぬ
い
ぐ
る
み
等
、
数
々
の
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ

れ
て
い
て
、
人
気
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
長
生
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
村
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
い
る
「
太
陽
く
ん
」。
こ
れ
か
ら
も
、
長

生
村
の
認
知
度
向
上
や
特
産
品
の
「
ア
イ
ガ

モ
農
法
米
」「
な
が
い
き
そ
ば
」
等
の
P
R
、

そ
し
て
観
光
振
興
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

2010年10月10日生まれ。優しくて素直な少年。特
技はじゃんけんと百発百中といわれる弓の腕前。「山
菜」「せんべい」「お米めん」が好物。山菜が入って
ほんのり緑色の「うるいうどん」もお気に入り。

双子のバラの妖精。伊奈ローズちゃん（写
真左）はおちゃめで明るい女の子。伊
奈ローズくんは食いしん坊で元気な男の
子。ふたりともバラが大好きで、バラを
咲かせる魔法が使える。趣味はもちろん、
バラをきれいに咲かせること。

2003年11月1日生まれ。今年20歳になる
村の妖精。「蕎麦打ち」が趣味で、「利き
蕎麦」が特技というほど蕎麦好き。「ノル
ディックウォーキング」も趣味のひとつ。

　
平
成
22
年
（
2
0
1
0
年
）
に
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
名
前
を
順
に

公
募
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
や
ぶ
さ
め
く
ん
」

で
す
。
約
8
0
0
年
前
の
鎌
倉
時
代
か
ら
伝

わ
る
古
殿
町
の
伝
統
神
事
「
流
鏑
馬
」
を
モ

チ
ー
フ
と
し
て
い
る
た
め
、
着
て
い
る
服
も

流
鏑
馬
の
衣
装
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

青
色
は
古
殿
町
の
豊
か
な
自
然
と
町
民
の
純

朴
な
心
、
赤
色
は
ふ
る
さ
と
を
想
う
熱
い
心

を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
勇
壮
な
い
で
た
ち

に
反
し
て
、
本
人
の
ま
ん
丸
お
め
め
み
た
い

に
「
か
わ
い
い
も
の
」
が
好
き
だ
と
い
う
意

外
な
面
も
あ
る
の
だ
と
か
。
町
内
の
パ
レ
ー

ド
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
で
、
町
民
や
観
光
客

と
じ
ゃ
ん
け
ん
遊
び
を
す
る
の
が
好
き
な「
や

ぶ
さ
め
く
ん
」。
古
殿
町
の
公
式
S
N
S
に
も

時
々
登
場
し
、
町
の
P
R
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

埼玉県伊奈町 

千葉県長生村

福島県古殿町

伊
奈
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
・
伊
奈
ロ
ー
ズ
く
ん

伊
奈
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
・
伊
奈
ロ
ー
ズ
く
ん

Vol.126

福
島
県
古ふ

る

殿ど
の

町ま
ち

千
葉
県
長ち

ょ
う

生せ
い

村む
ら

埼
玉
県
伊い

奈な

町ま
ち

次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
・
東
海
・
近
畿
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

伊
奈
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
ぶ
さ
め
く
ん

や
ぶ
さ
め
く
ん

古
殿
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

長
生
村
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

東
ブ
ロ
ッ
ク

い

　な

い

　な

た
い

　

 

よ
う
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世
界
遺
産
の
ま
ち

平
泉
町
は
、岩
手
県
の
南
部
に
位
置
し
、

面
積
は
63
・
39
㎢
と
県
内
で
最
も
面
積
が

小
さ
く
、
人
口
約
6
、
９
０
０
人
の
自
然

豊
か
な
歴
史
と
文
化
の
薫
る
世
界
遺
産
を

有
す
る
ま
ち
で
す
。

平
安
時
代
末
期
、
奥
州
藤
原
氏
が
約
一

世
紀
に
わ
た
り
、
栄
華
を
極
め
た
そ
の
中

心
地
で
あ
り
、
国
宝
中
尊
寺
金
色
堂
、
特

別
史
跡
・
特
別
名
勝
毛
越
寺
浄
土
庭
園

を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
遺
産
を
巡
り

に
全
国
各
地
か
ら
参
拝
客
も
多
く
訪
れ

ま
す
。

「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
が
世
界
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
の
は
、平
成
23
年
6
月
で
す
。

そ
の
3
か
月
前
に
東
日
本
大
震
災
大
津
波

が
発
生
し
て
お
り
、
未
曽
有
の
被
害
を
受

け
た
東
北
地
方
に
一
筋
の
光
が
差
し
込
ん

だ
よ
う
に
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

平
和
の
理
念
を
発
信

振
り
返
っ
て
み
る
と
東
北
の
歴
史
は
絶

え
ず
中
央
の
侵
略
や
干
渉
、
身
内
に
よ

る
争
い
に
戦
乱
が
絶
え
ず
、
荒
廃
と
多
く

の
犠
牲
が
払
わ
れ
ま
し
た
。
肉
親
を
殺
害

さ
れ
、
す
べ
て
を
奪
わ
れ
、
恨
み
も
し
た

は
ず
で
す
。

し
か
し
、
先
人
は
要
塞
で
は
な
く
寺
院

を
選
択
し
、
戦
い
で
は
な
く
平
和
を
選
び

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理
念
は
自
然
と

の
共
生
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て

の
平
等
と
平
和
で
あ
り
ま
す
。
平
泉
の
文

化
遺
産
に
込
め
ら
れ
た
、
こ
の
平
和
へ
の

理
念
を
広
く
世
界
に
発
信
す
る
と
と
も
に

人
類
共
通
の
遺
産
と
し
て
将
来
に
伝
え
て

い
く
大
き
な
責
務
を
感
じ
て
い
ま
す
。

平
泉
世
界
遺
産
の
日

平
成
26
年
3
月
に
は
岩
手
県
に
よ
り
、

「
平
泉
世
界
遺
産
の
日
条
例
」
が
制
定
さ

れ
、
平
泉
世
界
遺
産
に
つ
い
て
広
く
国
内

外
の
人
々
の
理
解
を
深
め
、
次
世
代
に
継

承
す
る
と
と
も
に
、
遺
産
を
活
用
し
た
地

域
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
、
以
来
毎
年
6

月
29
日
は
平
泉
世
界
遺
産
の
日
と
し
て
当

町
主
催
の
「
平
和
の
祈
り
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

昨
年
2
月
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
り
、
現
時

点
で
も
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

平
和
が
い
か
に
尊
い
も
の
か
、
こ
の
現

実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
実
感
す
る

日
々
で
す
。

多
く
の
遺
産
を
有
す
る
ま
ち

当
町
に
は
世
界
遺
産
の
他
に
も
、
平
成

28
年
に
は
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
し

て
「
照
井
堰
用
水
」
が
認
定
さ
れ
、
ま
た

同
年
農
林
水
産
省
が
創
設
し
た
「
食
と
農

の
景
勝
地
」（
現
在
はSA

V
O

R
 JA

PA
N

（
農
泊 

食
文
化
海
外
発
信
地
域
））
と
し

て
「
日
本
の
も
ち
食
文
化
と
黄
金
の
國
の

原
風
景
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
に
は
、
日
本
遺
産
と
し
て
、

「
み
ち
の
くG

O
LD

浪
漫

−

黄
金
の
国
ジ

パ
ン
グ
、
産
金
は
じ
ま
り
の
地
を
た
ど
る

−

」
が
認
定
を
受
け
、
さ
ら
に
令
和
5
年

に
は
、
日
本
農
業
遺
産
と
し
て
「
束
稲
山

麓
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
分
散
型
土
地
利
用

シ
ス
テ
ム
」
が
認
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
当
町

の
計
り
知
れ
な
い
魅
力
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

県
内
で
最
も
小
さ
な
町
が
当
町
の
特
徴

で
あ
り
、
庁
舎
か
ら
車
で
10
分
あ
れ
ば
各

地
域
へ
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
町
民
の
多
く
が
顔
見
知
り
で
あ

り
、
情
報
共
有
も
ス
ム
ー
ズ
で
毎
年
２
０

０
人
ほ
ど
の
町
民
が
集
ま
っ
て
盛
大
に
行

わ
れ
る
新
年
交
賀
会
や
2
年
に
1
回
全
行

政
区
を
回
っ
て
行
う
地
域
懇
談
会
も
当
町

な
ら
で
は
の
取
組
の
1
つ
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
主
役

で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
と
お
互
い
の
顔
が

直
接
見
え
る
と
い
う
関
係
性
は
、
大
き
な

魅
力
で
あ
り
今
後
と
も
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

令
和
5
年
度
、
当
町
で
は
初
め
て
と
な

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
３
人
（
出

身
：
練
馬
区
、
福
岡
市
、
東
大
阪
市
）
委

嘱
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
、
ま
た
農
産
物
を
利
用
し
た
６

次
産
業
化
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
方
々
や
行
政
と
一
緒
に
な
っ

て
新
し
い
風
を
送
り
込
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。将
来
的
に
は
町
内
で
起
業
し
、

定
住
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

令
和
3
年
に
供
用
開
始
し
た
平
泉
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発

も
具
体
化
に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

ま
た
同
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
に
は
全
国
か
ら
受
講
生
が
集

ま
っ
て
お
り
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る

移
住
、定
住
に
つ
な
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、「
ま

ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」の
理
念
の
も
と
、

奥
州
藤
原
氏
の
歴
史
・
文
化
を
守
る
と
同

時
に
、
新
た
な
産
業
や
取
組
へ
の
熱
意
と

未
来
の
創
造
に
向
け
町
民
総
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
み
ち
の
く
」
に
吹
く
新
し
い
風
を
感
じ
て

青あ
お

木き　
幸ゆ

き

保お

岩
手
県
平ひ

ら

泉い
ず
み

町
長
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